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令
和
５
年
度 

施
政
方
針

南九州畜産獣医学
拠点事業

　鹿児島大学など関係機関との連携を強め、令和
５年度は馬関連施設の整備を進めるとともに令和
６年４月の運営開始に向けた準備を進めます。

人気の返礼品
鹿児島県産黒毛和牛ステーキ

合計 800ｇ

当初予算
曽
於
市
は
ど
ん
な
未
来
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

そ
の
未
来
の
た
め
何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

「
方
針
」「
予
算
」を
通
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
曽
於
市
の
人
口
が
市
誕

生
後
17
年
で
約
１
万
５
０
０
人
減
少

し
て
い
る
事
実
と
超
高
齢
化
に
対
す

る
危
機
意
識
を
市
民
全
体
で
共
有

し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か

な
自
然
の
中
で　

み
ん
な
が
創
る　

笑
顔
輝
く
元
気
な
ま
ち
」
を
実
現
す

る
た
め
「
第
２
次
曽
於
市
総
合
振
興

計
画
」
に
示
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
市
民
が
安
心
し
て
働
き
、
将
来

に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
「
第
２
期
曽
於

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」を
計
画
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

市
の
人
口
増
対
策
に
対
し
て
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

社
会
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
は

①�
市
民
に
や
さ
し
い
市
政

運
営

②�

人
と
自
然
を
生
か
し
た

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り

③�

教
育
・
文
化
を
促
進
し
、

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

④�

人
口
増
を
目
指
し
、
地

域
活
性
化
の
推
進

⑤�

農
・
畜
産
物
を
生
か
し

た
所
得
倍
増
の
ま
ち
づ

く
り

の
５
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
市

民
の
福
祉
・
教
育
・
く
ら
し
を

守
る
た
め
の
予
算
と
し
て
編
成

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
令
和
５
年
度
に
お
け

る
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
し
た

が
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
24
日
～
３
月
24
日

３
月
定
例
議
会
に
て

　
曽
於
市
長五

位
塚
　
剛

　曽於市は畜産を中心とする農業
のまちであり、農業生産額を増やす
ことを本市発展の基本と掲げます。
　耕種部門は後継者の確保・育成
や農地の集積・集約とコスト削減の
ため、安定した農業経営を推進し
ます。引き続き加工業務用野菜と
環境保全型農業の推進に取り組み、
特産品であるゆずの搾汁センター
増設による一次加工の効率化を図
ります。
　畑かん営農については水を活用
した農作物の収量増、品質向上を
図ります。農家所得の向上を目指
し、農業公社の受託事業、コントラ
クター事業を拡充します。
　畜産については、畜産振興協議
会事業を中心とした導入保留対策
や家畜改良を計画的に進め、飼養
管理の省力化と多頭化を図るため
の生産基盤施設整備を取り組みま
す。また家畜伝染病を防止するた
め、防疫対策の強化による家畜衛
生体制の確立と家畜の生産性向上
を図ります。

産業の振興
　「本庁・支所機能再編計画」に基づき災害時の重要な防災
拠点施設として令和７年度開庁に向けた大隅・財部両支所の
庁舎整備を進めます。また老朽化の進む本庁舎の改修も計画
的に取り組みます。

庁舎整備事業

　令和４年４月から令和
５年３月までの１年間で、
約８万４千件、15億円を
超える寄附金をいただき
ました。令和５年度もさ
らにふるさと納税に対す
る活動を充実し、全国的
なＰＲと地域活性化に努
めます。

　昨年、梅雨前線豪雨と特に台風 14号により多く
の市道・河川・農地・農業用施設で災害が発生し、
農産物にも多くの被害が発生しました。予防保全対
策に取り組みながら１日も早い復旧に努めます。

　学校施設では新たに末吉小学校改築計画に
も着手します。ＧＩＧＡスクールにおけるタ
ブレットや電子黒板などＩＣＴ機器の活用を
一層推進します。
　学校給食費の補助は３分の１から３分の２
へ引き上げます。また令和６年９月の供用開
始に向けた、新たな学校給食センターの整備
を進めます。

　市民や市外からの利用者が広く交流し、憩える
場として新地公園グラウンドゴルフ場は、これま
で 12万３千人を超える方々にご利用いただいて
います。今後も、多くの皆さまにご利用いただけ
るよう、施設の充実とサービスの向上に努めます。

ふるさと納税

災害復旧事業

ひとづくり 健康・
生きがいづくり

特集２ 令和５年度の

施政方針の概要

　市報そお・コミュニティＦＭ放送・各種ＳＮＳな
どを活用し、分かりやすい内容で積極的に情報提供
します。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から動
く市役所として通信機器を搭載した「コネクティッ
ドカー」で住民サービス向上に取り組みます。

情報発信

コネクティッドカーで健診のデモンストレーション

　引き続き分譲地の販売促進
に努めます。住宅取得祝金、
移住・就業支援金などの金額
を増額し定住・移住
をこれまで以上
に推進します。

人口増対策
　全ての妊婦・子育て世帯が安心
して出産・子育てできるよう、妊
娠期から一貫して相談に応じ、出
産育児関連用品の購入費助成など
の給付を行う伴走型相談支援や出
産・子育て応援給付金の一体的な
支援を行います。

子育て支援

改修された管理棟・研修棟・地域交流棟
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一般会計歳入歳出総額　262億7,000万円
～ 市民の目線に立ち、小さな声も大切にする市政を目指します ～

歳出

歳入合計

分担金および負担金
113,880千円（0.4%）
使用料および手数料
275,831千円（1.1%）

地方譲与税 298,118千円（1.1%）

諸収入 298,435千円（1.1%）

繰入金
3,451,126千円
（13.1%）

県支出金
1,913,033千円
（7.3%）

国庫支出金
2,803,907千円
（10.7%）

地方交付税
8,048,365千円

（30.6%）

市税
3,296,307千円

（12.6%）

市債
2,763,700千円
（10.5%）

利子割交付金 923 千円 
配当割交付金 7,500 千円 
株式等譲渡所得割交付金 8,600 千円 
法人事業税交付金 47,800 千円
地方消費税交付金 753,400 千円

環境性能割交付金 12,600 千円 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 2,900 千円
地方特例交付金 20,190 千円 
交通安全対策特別交付金 5,000 千円 

財産収入
217,382千円（0.8%）
寄附金
1,881,003千円（7.2%）
繰越金
50,000千円（0.2%）

自主財源
9,583,964千円

（36.5%）

依存財源
16,686,036千円 

（63.5%）

その他の財源 858,913千円（3.3％）

262億7,000万円

歳出合計
262億7,000万円

予備費
30,000千円（0.1%）

人件費
3,177,095千円
（12.1%）

物件費
4,351,727千円
（16.6%）

維持補修費
359,621千円
（1.4%）　　扶助費

　4,416,529千円
（16.8%）補助費等

2,684,764千円
（10.2%）

普通建設事業費
3,915,578千円
（14.9%）

災害復旧事業
24,724千円
（0.1%）

公債費
2,751,696千円

（10.5%）

　　繰出金
2,556,334千円
（9.7%）

積立金
2,001,932千円
（7.6%）

消費的経費
14,989,736千円

 （57.1%）

投資的経費
3,940,302千円 

（15.0%）

その他
7,339,962千円

（27.9%）

会計予算規模
区分 令和５年度 令和４年度 増減額 伸率
一般会計 262億 7,000万円 259億 8,977万 6,000円 2億 8,022万 4,000円 1.1%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 55億 5,245万 3,000円 56億 2,121万 9,000円 -6,876万 6,000円 -1.2%
後期高齢者医療特別会計 6億4,432万 6,000円 6億 5,095万 9,000円 -663万 3,000円 -1.0%
介護保険特別会計 59億 5,939万 6,000円 59億 5,960万 9,000円 -21万 3,000円 0.0%
生活排水処理事業特別会計 6,727万 6,000円 6,837万 4,000円 -109万 8,000円 -1.6%

小計 122億 2,345万1,000円 123億16万1,000円 -7,671万円 -0.6%
水道事業（支出計） 10億 7,203万 4,000円 9億 8,997万 4,000円 8,206万円 8.3%

公共下水道事業（支出計） 4億3,131万円 3億1,991万 2,000円 1億1,139万 8,000円 34.8%
合計 399億 9,679万 5,000円 395億 9,982万 3,000円 3億 9,697万 2,000円 1.0%

※水道事業会計・公共下水道事業会計は収益的支出と資本的支出の計。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
自
主

財
源
の
う
ち
市
税
は
、
市
民
税
の

個
人
所
得
割
の
増
に
よ
り
3.2
％
増

の
32
億
９
６
３
０
万
７
千
円
を
計

上
。
繰
入
金
は
、
ふ
る
さ
と
開
発
基

金
繰
入
金
や
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰

入
金
な
ど
の
増
に
よ
り
5.8
％
増
の

34
億
５
１
１
２
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
曽
於
市
の
自
主
財
源
比
率
は
、

36
・
５
％
で
あ
り
、
昨
年
度
と
比
較

し
て
1.3
％
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
の
う
ち
、
歳
入

全
体
の
30
・
６
％
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
80
億
４
８
３
６
万
５
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
交
付

税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
前
年

度
実
績
な
ど
を
考
慮
し
、
0.2
％
減

の
77
億
４
８
３
６
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
費
負
担
金
や
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
の
減
に
よ
り
5.2
％
減
の

28
億
３
９
０
万
７
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
市
債
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
事
業
な
ど
の
増
に
よ
り

9.5
％
増
の
27
億
６
３
７
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
物
件

費
は
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

に
と
も
な
う
事
務
用
機
器
購
入
な
ど�

に
よ
り
1.8
％
増
の
43
億
５
１
７
２
万�

７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
扶
助
費

は
生
活
保
護
扶
助
費
な
ど
1.3
％
減
の

44
億
１
６
５
２
万
９
千
円
。
補
助
費�

な
ど
は
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
病

害
虫
対
策
型
助
成
金
な
ど
3.4
％
増
の�

26
億
８
４
７
６
万
４
千
円
。普
通
建
設

事
業
費
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設�

整
備
事
業
な
ど
6.0
％
増
の
39
億�

１
５
５
７
万
８
千
円
計
上
し
ま
し

た
。
積
立
金
は
南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
事
業
基
金
積
立
金
な
ど
5.0
％
増�

の
20
億
１
９
３
万
２
千
円
。
公
債
費�

は
償
還
元
金
2.4
％
減
の
27
億�

５
１
６
９
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入 当初予算
令和５年度の

歳
入

歳
出

特集２
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コラム２

コラム３

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
市
の
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
主
な
事
業
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市民 1 人あたりの市税負担額

総額　98,391円
（令和５年３月１日現在の住民基本台帳人口　３万 3,502 人）

総額　784,132円

曽於市を一般家計にたとえてみると…
　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しい
といわれるなか、曽於市の財政はどんな状況
でしょうか？
　令和５年度一般会計予算の収入と支出の状
況を曽於市の一世帯あたりの平均所得である
年額 488 万円（令和元年市町村民所得推計）
の家計に置き換えてみました。収入は月収と
パートなどの副収入、預金取り崩しなどを合
わせて 178 万円ですが、食費・光熱費・家族

の医療費・子どもへの仕送り・町内会費・ロー
ンの返済や古くなった家の改築費などの費用
のため、支出額は 488 万円となっています。
そのため収入のほとんどを親からの仕送り（国
や県などからの補助金）や借金に頼っていま
す。また不足分を銀行からの借金（市債）や
預金（基金）の引き出しにより、やり繰りを
しています。（依存財源は 310万円・63.5%）

1
　�
市
民
主
役
の
協
働
の

　
ま
ち
づ
く
り

●
自
治
会
振
興
助
成
事
業

　
５
２
１
５
万
９
千
円

　

各
自
治
会
に
行
政
連
絡
員
を
配
置
し
、

自
主
的
活
動
が
展
開
出
来
る
よ
う
円
滑
な

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
大
隅
・
財
部
支
所
庁
舎
整
備
事
業

　
１
億
４
３
０
６
万
３
千
円

　

災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
防
災
拠
点
施
設

の
充
実
と
機
能
的
な
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

　
３
億
９
９
６
０
万
９
千
円

　

財
部
高
校
跡
地
の
利
活
用
を
行
い
、
基

幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
の
持
続
的
発
展
と

全
国
の
獣
医
学
部
生
な
ど
と
の
交
流
を
通

し
て
、
市
外
か
ら
新
し
い
人
の
流
れ
を
作

る
た
め
整
備
し
ま
す
。

2
　�

市
民
の
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

　
ま
ち
づ
く
り

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費

　
15
億
３
４
３
万
１
千
円

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
対
し
施
設
型

給
付
費
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
や
保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業　

６
７
３
２
万
７
千
円

　

疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め

検
診
や
健
康
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

3
　�

地
域
資
源
を
活
か
し
、
活
力
と

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

●
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
排
水
対
策
事
業

　
１
億
７
６
６
６
万
９
千
円

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
ま
ん
延
防
止
や

発
生
予
防
を
図
る
た
め
、
排
水
対
策
や
土

層
改
良
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

●�

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

　
29
億
５
５
９
万
９
千
円

　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
募
集
や

特
産
品
の
発
送
に
よ
る
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
を

推
進
し
ま
す
。

4
　
市
民
生
活
の
土
台
を
守
る

　
ま
ち
づ
く
り

●
道
路
維
持
事
業

　
　
２
億
６
４
４
６
万
２
千
円

　

生
活
環
境
の
保
全
や
施
設
の
耐
用
期
間

の
延
命
を
図
る
た
め
、
道
路
や
側
溝
な
ど

の
補
修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
消
防
設
備
整
備
事
業

　
８
１
７
３
万
８
千
円

　

消
防
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消
防

用
機
材
な
ら
び
に
水
利
施
設
・
分
団
詰
所

な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

5
　�

個
性
豊
か
な
教
育
と
文
化
の�

か
お
る
ま
ち
づ
く
り

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

　
２
９
７
４
万
円

　

小
・
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
を
図
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
に
向

け
た
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
給
食
助
成
事
業

　
７
７
３
２
万
３
千
円

　

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
給
食
費
の
３

分
の
２
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

　
11
億
３
０
９
０
万
６
千
円

　

児
童
生
徒
へ
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食

を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
市
内
４
カ

所
の
調
理
場
を
統
合
し
、
新
た
な
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

市民税	 33,555 円
固定資産税	 54,067 円

軽自動車税	 5,422 円
たばこ税	 5,347 円

【内訳】

議会費
議会の運営に要する
経費

5,604円
商工費

商工業の振興や観光
振興、思いやりふる
さと寄附金推進事業、
企業誘致を推進する
ために要する経費

98,957円

総務費
庁舎や財産の管理、選
挙、戸籍および市税の
賦課徴収などの行政運
営全般に要する経費

84,216円
土木費

道路や橋、河川、公園
など住環境を整備す
るために要する経費

57,013円

民生費
子どもや高齢者、障
がい者などへの福祉
関係全般の事業に要
する経費

236,027円
消防費

火災や風水害などの
災害から市民の生命
と財産を守るために
要する経費

26,205円

衛生費
保健衛生や環境など
の健康で衛生的な生
活環境を送るために
要する経費

38,189円
教育費

学校や教育施設の整
備、教育振興や生涯
学習、文化、スポー
ツなどの振興のため
に要する経費

87,256円

農林水産業費
農業や畜産業、林業
などの振興に要する
経費

66,896円
公債費

市の借入金の返済に
要する経費

82,135円

●主なもの

収入
項　　　目 金　額 構成比

自
主
財
源

給料（市税） 61万 3千円 12.6％
パート収入やアパートの家
賃収入など
（使用料・手数料・雑収入など）

51万 7千円 10.6％

預金の切り崩し（繰入金） 64万 1千円 13.1％
前年度からの繰越金 9千円 0.2％

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税・国県支出金など） 258万 7千円 53.0％

借金（市債） 51万 3千円 10.5％

合　　　　　計 488万円 1と
00.0％

※（　　）は予算上の区別を表しています。

支出
項　　　目 金　額 構成比

食費（人件費） 59万円 12.1％
光熱水費・日用雑貨（物件費） 80万 8千円 16.6％
家などの修理（維持補修費） 6万 7千円 1.4％
医療費（扶助費） 82万円 16.8％
自治会費・サークル費（補助費など） 49万 9千円 10.2％
家の新築増改築費（普通建設事業費） 73万 2千円 15.0％
ローンの返済（公債費） 51万 1千円 10.5％
定期預金（積立金） 37万 2千円 7.6％
子どもへの仕送り（繰出金） 47万 5千円 9.7％
予備費 6千円 0.1％

合　　　　　計 488万円 100.0％

コラム１

市民 1 人あたりの予算額

皆さんから納めていただく市税と事業などに使われるお金では一人当たり
支出 784,132 円－収入 98,391 円＝ 685,741 円　が不足します。

この不足額の大部分は地方交付税や国・県からの支出金、市債（借金）などでまかなわれています。

特集２


